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裁判はいま　２０１０

松はとれてしまいましたが、そこは無視して、あけましておめでとうございます。といいたくなるほど、去年１年、裁判が有利に進んだ年でした。
１　「下水道水増し」住民訴訟
「速報」(号外）でお知らせしたとおり、９月１７日、広島高裁岡山支部が、７人のもと市幹部（元市長１人、元助役１人、元下水道局長５人）に、総額７億6283万5000円を岡山市に支払うよう命じる判決を出しました。判決の中で裁判所は、オンブズマンの主張をほぼ全面的に認めました。一審判決の「17人に対して16億円」に比べると大幅に値切られていますが、高裁で被告全員の尋問をした結果、「この人とこの人についてはどうしても証拠が薄い」人たちについて認めなかったのです。（それでも全員に支払いを命じた一審判決のほうが、ある意味ちょっとできすぎていたのです。）実質的に、オンブズマン全面勝訴です。
被告側は、最高裁に上告しましたので、裁判はまだ確定していません。しかし、高裁判決が最高裁でひっくり返る率というのは、かなり（というか実に）少ないのです。
２　岡山市議会平成19年度政務調査費住民訴訟
　　昨年７月に提訴した、市議会全会派を相手に、伝票全部についてチェックを入れた、本格的政務調査費住民訴訟事件です。あまりにヘビーなため、まだ２回しか弁論が開かれていません。オンブズマンから提出した証拠書類はおよそ６０００枚。台車を借りてきて運ばなければなりませんでした。年が改まって、いよいよ本格的な審理が始まります。
さらに、①20年度の岡山市の政務調査費についての住民監査請求のための作業が進行中。今年４月の監査請求をめざします。②岡山県議会でも、平成21年度分からいよいよ、政務調査費の領収書類の開示が始まります。こっちのほうも、当然、やります。
３　「県議政務調査費」事件の「弁護士費用賠償」住民訴訟（「第２蜂の巣城」）
全国でも岡山だけ、「監査委員が却下したから、県は裁判起こされて、弁護士費用払うハメになったじゃないか、弁償させろ」住民訴訟です。
20年12月に提訴して以来、オンブズマン・県双方が主張を重ねて、終盤に差し掛かりました。昨年末、裁判所が「監査委員の証人尋問はしないつもりだ」と宣言しました。（本人から聞かずに、どうやって事実認定をするんかな、とたいへん気になりますが。）
裁判所はその後「この点はどうなのか」という求釈明中。その主張や反論が出そろったら結審、春ころに判決、ということになりそうです。
４　県警公文書非公開異議申立事件
　　昨年４月に意見陳述をしてこのかた、県の不服審査会が、うんともすんとも言ってきません。「行政不服審査」というのは、「裁判と違って迅速にやる」というのが売りのはずなのですけれどもね。
このまま放置プレイを続けられると、オンブズマンとしても重大な決意をしなければなりません。と言っても、審査会の委員さんがたがこの会報をお読みかどうかわからないので、どなたか「こんなん言っとるで」とちくってあげてくださらないでしょうか？
５　岡山市病院事業管理者成功報酬住民訴訟、岡山県議会議員海外視察旅費住民訴訟（「ロイヤル・コペンハーゲン」）
え、「それ終わっただろ」って？
はい、全面勝訴で終わっております。でもまだ市とか県とかから弁護士報酬をもらってないんです。いやまあ、下水道事件だ全国大会だ政務調査費だとかで、ついついそのまんまになりまして。あんまりほっとくと時効にかかってしまいますので、市病院のは今年には裁判とか起こさないといけません。口だけじゃなくて、本気でオンブズマンも財政基盤を確立させないと・・・
岡山市役所のご担当のかた、遅くなってごめんね♪
６　岡山市議会議員海外視察住民監査請求（ANZAC）
この原稿を書いているとき（いま）、準備中です。この会報が皆さんのお手元に届くまでには、起こしています。もちろん訴訟含みです。
珍しい話ではありません。「ロイヤル・コペンハーゲン訴訟」の岡山市議会版です。韓国～ニュージーランド～オーストラリアの視察旅行で、（例によって？）90万円ほどの「現地専用車代」が使われたのです。岡山県が地裁で負けた10か月後、高裁でも負ける１か月前。市議会は新聞読まないのかなあ。政務調査費から購読料を出してるのに。
